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プチ茶会ではこの茶入を
使用させていただきます
　

写真①

写真②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉一窯　古垣彰拡　ふるがきあきひろ　

￥25,900→￥18,000 ￥13,300→￥9,300

　陶磁器において、掛分はその器体の半分が釉または焼成の具合で異なっ
た調子に出来ているものをいう。釉を片面のみにかけて片身替とし、また発
色の異なる釉を片側ずつ掛け分け、意識的につくったものもある。
代表的なものに７月号掲載の千種伊羅保茶碗があり、他に唐津・高取・薩摩
焼きなどに優品が多い。また近年評価の高まったものに鴻池家伝来
「ノンカウ　赤茶碗　銘　虹」覚 ・々如心斎箱がある。
高台から腰回りにかけては無造作なヘラ使いで削
り込まれ、高台中央に「楽」の印をくっきりと捺した、

￥24,300→￥17,000

プチ茶会同時開催　薩摩焼作陶展

鹿児島の空と海が溶け込んだ伝統ある薩摩焼の新しい表現

特徴ある挟み跡を
　　　　　　ご覧ください

茶入荘

華乃会お買得価格でのご紹介

￥55,600→￥38,900￥41,100→￥28,700

薩摩焼きの技法の１つ

金盛り上げ茶碗
 金盛り技法は面倒で

手間がかかります

　　　　

唐津掛分茶碗

在印土見せの茶碗で、土はねっとりした赤土が用いられている。土見せにした
高台から腰回りを半月に残して、内外に三色の釉薬をかけているが、作為豊かな
ノンコウの茶碗の中でも他に例を見ない装飾性の強いものである。施釉は、最初
高台回りを残してほぼ全面に黄土をかけ上に透明釉と飴釉を掛け分けたもので
、赤・飴・淡黄・白色に判然と分かれている。大正頃までは世間にほとんど知られていな
かったが、「大正名器鑑」に紹介され、評価が高まった。

写真①

　漆工芸では、体角線に稲妻形の区画線をもって左右を分け、蒔絵
意匠を異にしたものをいう。高台寺蒔絵に見られる意匠。
　染織工芸では、衣服などの片身を異なった裂地で仕立てて片身替
とし、のちには模様を左右変えて織ったり染たりした。織豊時代から江戸時代前期に
かけてこの方法が盛んに行われた。古く直垂ひたたれにもこの仕立方がある。近世では
茶入や茶碗の仕覆にもこの片身替仕立てによるものがある.

　ノンコウ 赤茶碗 銘 虹

重要文化財
　竹秋草蒔絵文庫

写真②


